
◎

２
６
日
／
岩
国
労
働
者
反
戦
集
会

◎

２
７
日
／
国
際
反
戦
集
会
（
岩
国
）

◎

２
８
日
／
大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
見
学
・

福
岡
入
管
意
見
交
換
会
（
権
利
ネ
ッ
ト
）

◎

２
９
日
／
東
洋
建
設
工
業
団
交

◎

３
０
日
／
東
横
イ
ン
団
交
（
中
津
）

◎

１
２
月
１
日
／
協
同
行
政
訴
訟
、
大
成
団
交

◎

２
日
／
築
城
基
地
定
例
座
り
込
み

◎

６
日
／
狭
山
市
民
の
会
・
幹
事
会

◎

７
日
／
興
伸
労
働
委
員
会
・
最
終
陳
述

◎

１
１
日
／
第
３
回
執
行
委
員
会

◎

１
７
日
／
小
出
裕
章
さ
ん
講
演
会
、

◎

２
０
日
／
権
利
ネ
ッ
ト
北
九
州
会
議

◎

２
３
日
／
狭
山
定
例
小
倉
駅
前
座
り
込
み

労
働
委
員
会
で
は
、
９
月
２
９
日
、
１

１
月
１
０
日
と
、
２
回
に
わ
た
っ
て
証
人

尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
回
目
は
、
組
合
側
証
人
と
し
て
本
村

書
記
長
が
、
労
使
関
係
全
般
と
、
交
渉
の

経
過
に
つ
い
て
証
言
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
側
証
人
と
し
て
は
、
先
頭
に
立
っ

て
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
て
い
る
梅
木
が

立
ち
ま
し
た
。
梅
木
は
、
「
差
別
は
し
て

い

な

い
」
と

し

な

が

ら

も
、
組
合
員
と
非
組
合
員

の
配
車
に
つ
い
て
差
が
あ

る
こ
と
は
認
め
ま
し
た
。

ま
た
、
和
田
さ
ん
の
解
雇
や
、
組
合
を

誹
謗
中
傷
す
る
掲
示
物
に
つ
い
て
、
「
社

長
が
や
っ
た
」
と
、
責
任
転
嫁
し
て
逃
げ

よ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
り
あ
り
で
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
取
り
繕
お
う
と
し
て
も

事
実
は
隠
せ
ま
せ
ん
。

労
災
事
故
後
の
安
全
指
導
へ
の
会
社
の

対
応
の
不
備
や
、
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
和

田
さ
ん
は
懲
戒
解
雇
と
な
っ
た
の
に
、
事

故
原
因
と
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
担
当
者
で

あ
る
非
組
合
員
に
対
し
て
は
、
何
も
処
分

が
な
か
っ
た
こ
と
等
を

証
言
さ
せ
、
会
社
の
不

当
労
働
行
為
意
思
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

１
１
月
１
０
日
、
２
回
目
の
審
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
組
合
側
証
人
と
し
て
、
解

雇
さ
れ
た
和
田
さ
ん
、
高
倉
分
会
長
、
岡

村
副
分
会
長
が
出
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
懲
戒
解
雇
の
理
由
と
さ

れ
た
項
目
の
一
つ
一
つ
の
矛
盾
を
証
言

し
、
解
雇
の
不
当
性
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
員
で
あ
る
が
故
の
解
雇
で
あ
る

と
ハ
ッ
キ
リ
と
証
言
し
ま
し
た
。

高
倉
分
会
長
、
岡
村
組
合
員
は
、
配
車

差
別
の
実
態
を
、
具
体
的
な
賃
金
低
下
も

含
め
て
証
言
し
ま
し
た
。

分
会
の
３
名
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
３
名
と
も
、
入
社
す
る
際
に
、
会
社

か
ら
、
「
労
働
組
合
に
入
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
も
そ
も
最
初
か

ら
、
組
合
に
対
し
敵
対
的
な
意

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
社
側
証
人
の
藤
田
社
長
、

大
村
課
長
に
対
す
る
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
藤
田
社
長
に
対
す
る
尋
問

で
は
、
和
田
さ
ん
の
労
災
事
故

に
お
け
る
事
故
報
告
書
の
存
在

を
「
覚
え
て
い
な
い
」
と
言
っ

た
り
、
組
合
を
誹
謗
中
傷
す
る

掲
示
物
に
つ
い
て
、
「
組
合
活

動
に
怒
り
を
感
じ
て
貼
っ
た
」

と
認
め
る
な
ど
、
明
ら
か
に
不
当
労
働
行

為
意
思
を
持
っ
て
、
組
合

へ
の
弾
圧
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。両

日
と
も
、
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
傍
聴
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
会
社
を
追
い
詰
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
次
回
１

２
月
７
日
で
結
審
で
す
。

興
伸
の
ト
ラ
ッ
ク
が
、
過
積
載
問
題
で

陸
運
局
と
警
察
の
摘
発
を
受
け
、
会
社
に

是
正
の
指
導
が
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、

規
定
の
重
量
の
倍
近
い
荷
物
を
積
ん
で
い

た
と
の
こ
と
で
す
。
「
悪
質
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
厳
し
い
処
分
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

会
社
は
、
労
働
組
合
を
イ
ジ
メ
る
一
方

で
、
こ
の
よ
う
な
違
法
・
無
法
な
営
業
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
公
序
良
俗

に
反
す
る
企
業
は
、
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る

べ
き
で
す
。

分
会
は
、
こ
れ
ら
会

社
の
違
法
行
為
に
つ
い

て
も
、
厳
し
く
追
及
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

１
０
月
９
日
、
北
九
州
市
若
松
の
赤
島

公
民
館
で
、
第
１
６
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
・
傍
聴
・
支
援
共

闘
関
係
の
皆
さ
ま
を
含
め
、
５
８
名
の
結

集
で
、
来
年
度
へ
向
け
た
運
動
方
針
を
確

認
し
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

各
支
部
・
分
会
の
報
告
で
は
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
が
、
自
分
た
ち
の
闘

い
の
現
状
を
報
告
し
ま
し

た
。
昨
年
１
０
月
か
ら
組

合
に
加
入
し
た
熊
本
信
用

金
庫
の
仲
間
も
、
代
議
員

と
し
て
発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
執
行
部
と
し
て
、
興
伸
運
輸

の
高
倉
分
会
長
・
岡
村
副
分
会
長
の
２
名

が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
林
田
産
業

の
薄
さ
ん
を
含
め
、
３
０
代
が
３
名
に
な

り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
若
返
り
ま
し
た
。

第
１
６
期
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

執
行
委
員
長

大
川
映
子
（
北
九
州
支
部
）

副
委
員
長

原

博
史
（大
島
建
設
）

副
委
員
長
（財
政
部
長
兼
任
）

田
口
啓
二
（
九
建
運
輸
）

書
記
長

本
村

真
（
西
鉄
タ
ク
シ
ー
）

書
記
次
長

（
情
宣
・
法
対
副
部
長
兼
任
）

末
永
弘
美
（北
九
州
支
部
）

書
記
次
長
（法
対
部
長
兼
任
）

伊
織
伸
一
（西
鉄
タ
ク
シ
ー
）

ト
ラ
ッ
ク
部
会
長

藤
園
孝
洋
（明
和
運
輸
）

情
宣
部
長

薄

寿
敏
（林
田
産
業
）

福
利
厚
生
部
長

山
下
昭
浩
（大
島
建
設
）

福
利
厚
生
副
部
長

松
田
義
導
（
福
岡
ト
ラ
ッ
ク
支
部
）

執
行
委
員

藤
井
満
広
（大
島
建
設
）

執
行
委
員津

賀
田
博
幸
（三
ヶ
森
タ
ク
シ
ー
）

執
行
委
員

高
倉
佳
史
（
興
伸
運
輸
）

執
行
委
員

岡
村
直
樹
（
興
伸
運
輸
）

■

会
計
監
査

末
永
俊
和
（
コ
ス
モ
）

原

ヤ
ス
子
（ソ
ル
テ
ッ
ク
）

■

特
別
執
行
委
員

南
川
健
一
（
部
落
解
放
同
盟
門
司
地

協
書
記
長
）

矢
野
隆
志
（
元
国
鉄
闘
争
団
、
と
も
に

生
き
よ
う
・
連
帯
代
表
）

見
口

要
（郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
福

岡
支
部
長
）

11月26日～27日、岩国基地の米軍再編に伴う基地強化と、

4000人のアメリカ軍人の住宅を愛宕山跡地に作ることに反対

する取り組みが行われます。

26日は、岩国の地元で、基地に反対し闘っている住民の皆

さんと交流会をし、全港湾・全日建運輸連帯・全国一般の関西

や広島の労働組合とも実行委員会をつくり、労働者反戦交流

集会を行います。

翌27日は、韓国の民主労総や基地反対闘争団体も招いて

国際連帯集会を行います。

戦争や基地の問題は、私たちが直面している事とつながっ

ています。たとえば「いじめ」や「パワハラ」を容認する社会が、

基地や犠牲を沖縄や岩国に押し付けるのです。トラックでの解

雇や低賃金攻撃は、規制緩和とグローバリズムがその根本を

生み出しています。貧困は、軍事費の増大が原因です。戦争

や独裁は、我々の交渉や権利を奪います。そして今年は、何

よりも、すべてを破壊する原発をとめることを要求せねばなり

ません。

11・26～27、岩国へ結集しよう！



大
阪
、
首
都
圏
、
徳
島
や
全
国
で
立
ち

上
が
っ
て
い
る
東
横
イ
ン
の
労
働
者
た
ち

の
闘
い
が
、
九
州
で
も
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。

７
月
に
有
給
休
暇
を
申
請
し
た
ら
ク
ビ

に
な
っ
た
、
中
津
駅
前
店
の
フ
ロ
ン
ト
係

の
F

さ
ん
の
相
談
か
ら
始
ま
っ
た
相
談

は
、
室
内
メ
ー
ク
さ
ん
・
パ
ン
ト
リ
ー

（
朝
食
担
当
）
さ
ん
た
ち
の
要
求
を
結
集

し
て
、
９
月
２
７
日
、
１
７
名
で
の
「
ユ

ニ
オ
ン
北
九
州
東
横
イ
ン
中
津
駅
前
店
分

会
」
の
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ロ
ン
ト
の
過
重
労

働
、
パ
ー
ト
メ
ー
ク
さ
ん

た
ち
へ
の
変
動
す
る
時

給
賃
金
、
パ
ン
ト
リ
ー

さ
ん
た
ち
へ
の
残
業
の

つ
か
な
い
早
出
出
勤
の
強

制
、
駐
車
場
使
用
の
不
利
益
変
更
、
清
掃

中
の
物
品
損
壊
へ
の
弁
償
問
題
、
障
害
者

へ
の
虐
待
的
な
労
働
時
間
の
増
加
、
な
ど

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

１
１
月
２
日
、
東
京
本
社
か
ら
執
行
役

員
・
総
務
部
長
、
会
社
弁
護
士
、
支
配
人

と
支
配
人
補
佐
の
４
名
と
、
中
津
文
化
会

館
で
団
体
交
渉
が
よ
う
や
く
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
団
交
で
、
冒
頭
、
緊
急
要
求
に
対

し
て
回
答
を
遅
ら
せ
た
こ
と
を
謝
罪
さ
せ

ま
し
た
。
し
か
し
横
着
な
会
社
弁
護
士
の

態
度
、
支
配
人
の
ウ
ソ
丸
出

し
報
告
、
会
社
の
誠
意
の
な

い
回
答
に
、
分
会
組
合
員
は

怒
り
ま
し
た
。

片
方
で
、
団
交
ま
で
に
、
会

社
が
先
取
り
的
改
善
を
す
る

こ
と
も
あ
り
、
分
会
の
み
ん

な
の
意
気
は
あ
が
っ
て
い
ま

す
。F

さ
ん
の
解
雇
問
題
で

は
、
会
社
側
は
勝
手
に
退
職
を
さ
せ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
離
職
票
も
出

し
て
い
な
い
く
せ
に
「
自
主
退
職
を
し
て

い
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
退
職
日
す

ら
は
っ
き
り
し
な
い
始
末
で
、
真
っ
向
か

ら
対
立
す
る
状
況
で
す
。

次
回
団
交
は
１
１
月
３
０
日
１
７
時
か

ら
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
！

１
１
月
５
日
、
熊
本
信
用
金
庫
分
会

は
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
本
部
と
の
第
１
回

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

分
会
５
名
全
員
が
出
席
し
、

組
合
の
基
本
的
方
針
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
共
有
し
、
分
会
の

今
後
の
課
題
や
方
針
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
組
合

員
に
つ
い
て
、
定
年
後
再
雇
用
の
恣
意
的

な
運
用
を
止
め
さ
せ
、
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
、
当
面
の
課
題

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
部
と
分

会
が
協
力
し
て
、
会
社
に
圧
力
を
か
け
る

こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。短

い
時
間
で
の
交
流
で
し
た
が
、
今
後

も
、
こ
の
よ
う
な
会
議
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
４
回
の
交
渉
で
、
会
社

は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
打
刻
さ
れ
た
残
業

時
間
に
つ
い
て
、
「
自
主
的
な
勉
強
会
で

あ
る
」
「
残
業
し
て
い
て

も
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ

り
一
服
し
て
い
る
」
と
言

い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
合
は
、
早
朝
の
営
業
会
議
や
、
連
日

の
残
業
等
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
し
、
会
社
の
責
任
逃
れ
を
厳
し
く
追
及

し
ま
し
た
。

会
社
側
も
、
残
業
を
否
定
す
る
具
体
的

な
根
拠
が
ま
っ
た
く
会
社
側
に
は
な
い
こ

と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。最

終
的
に
、
１
０
月
８
日
付
で
和
解
協

定
を
結
び
、
解
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

２
月
に
開
催
し
た
、
「
と
も
に
生
き
よ

う
！
連
帯
集
会
」
に
続
く
企
画
と
し
て
、

９
月
２
３
日
、
「
と
も
に
生
き
よ
う
！
し

ご
と
パ
ー
ト
２
集
会
」
が
北
九
州
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

営
業
職
、
教
員
の
非
正
規
雇
用
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ご
み
収
集
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
の
内
容
や
問
題
な
ど
を
聞
く
と

い
う
集
会
で
す
。
仕
事
の
中
身
や
、
働
く

中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
等
、
普
段
は
な
か

な
か
聞
け
な
い
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
が
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
か

ら
は
、
林
田
産
業
の
薄
さ
ん

が
、
塵
芥
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
皆
の
想
像
以
上
に
肉
体
労
働
で
あ

り
、
過
酷
な
仕
事
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
続
く
取
り
組
み
と
し

て
、
１
１
月
の
労
働
局
と
の
交
渉
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

１
０
月
１
０
日
、
狭
山
市
民
の
会
と
、

部
落
解
放
同
盟
北
九
州
地
協
の
主
催
で
、

足
利
事
件
の
菅
家
さ
ん
と
西
巻
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
「
え
ん
罪
事
件
に
学
ぶ
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
く
呼
び
か
け
を
行
っ
た
お
か
げ
で
、

会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
が

集
い
、
熱
心
に
、
え
ん
罪
事
件
の
被
害
者

で
あ
る
菅
谷
さ
ん
と
、
支
援
者
で
あ
る
西

巻
さ
ん
の
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

司
会
者
が
、
菅
谷
さ
ん
と
西
巻
さ
ん
に

質
問
し
、
そ
れ
に
答
え
て
い
く
と
い
う
形

式
で
進
め
ら
れ
、
で
っ
ち
上
げ
の
逮
捕
か

ら
、
長
時
間
の
取
り
調
べ
や
拷
問
に
よ
る

自
白
の
強
要
が
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
ま
し

た
。免

田
事
件
の
免
田
栄
さ
ん
も
、
飛
び
入

り
で
発
言
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
沸
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
市
民
の

会
か
ら
、
狭
山
再
審
闘
争

の
報
告
が
行
わ
れ
、
石
川

さ
ん
の
無
実
を
か
ち
と
る

闘
い
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
全
員
で
確
認
し
ま

し
た
。

会社は、労働委員会からの救済命令履行を拒否し、命令

の取消を求める行政訴訟を起こしています。これまで4回

の公判があり、争点などの整理段階です。

次回は12月1日です。しかし会社の主張に新しいものは

ありません。

その上で今回は証人に、労働委員会に出て来なかった社

長や管理職を今頃になって申請してきました。また、09年

9・25弾圧事件の勝手な現場検証写真を作って来ました。

当時の現場での位置関係を、社長らがモデルになって主

張したものですが、明らかにでっち上げの証拠です。その

ためか、写真の彼らの表情はいい加減そのもの。しかも社

長の弾圧行為を否定するものでもありません。争点をぼか

すのに躍起です。

今後、会社の証人が認められた場合は、組合側も証人を

たてるかもしれ

ません。引き続

き支援をお願い

します。

仙台開催に伴って、前日に被災地の「実態見学」を、宮城合同労組のお世話でさせ

てもらいました。仙台→石巻→女川の状態を見ることができました。

今大会は、大川委員長、本村書記長、薄執行委員（林田産

業）の3名が参加しましたが、見るも無残な被災地の状態に絶

句し、各地で手を合わせて亡くなられた方々の冥福を祈りま

した。女川漁港の陥没は激しく、原発も危うかったようで

す。

大会1日目の懇親会では、若い薄執行委員も挨拶を行い、今

後の組合活動への決意を述べました。また大川さんをはじめ、パナソニック闘争の当

該であった佐藤さん、東京南部の中島さん、洛南ユニオンの服部さんらは「女子会」

をして交流を深めたようです。

会場の岩松旅館は、宮城合同の拠点職場の老舗旅館。震災

の被害の中から組合員の力を含めて立ち直りつつあります。

遠い地での開催でしたが、いろいろな意義を持って全国一

般21回大会は成功しました。


